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整形外科医が身につけておくべき外傷治療の知識を
網羅
　本書の帯には，「整形外科医である以上，『外傷治
療』は外せない」と書いてある．ところが，編者の
糸満教授が序文に書いておられるように，「運動器
外傷の教育が実際の症例をもとに包括的・系統的に
なされている大学はきわめて少ない」．本書を執筆
された北里大学整形外科学教室はその数少ない「外
傷に取り組んでいる教室」であり，主任教授である
糸満先生は日本骨折治療学会の初代理事長を務めら
れ，日本の骨折治療の進歩に尽力された先生である．
先生が総論の冒頭に書いておられる「骨折治療の歴
史と治療の基本的考え方」は骨折治療の進歩がわか
りやすく整理されており，現在行われている治療の
コンセプトを理解したり，骨折治療をどのように進
歩させていけばよいかを考えるのにとても役立つ内
容となっている．執筆陣は北里大学整形外科学教室
出身の 15 名であり，この人数でこれほどの内容の
書籍を執筆するのは大変な作業であったことと思う．
その能力と努力とに敬意を表したい．
　さて，多くの先進国では外傷患者を集め，集中的
に治療する外傷センターが整備されている．そのよ
うな国では症例も専門医も集約されているので，外

傷の治療は外傷専門医のみが行うシステムが確立し
ている．そして外傷センターではきわめて効率よく
短期間に外傷治療の教育を行うことができる．しか
し，外傷センターが整備されていない日本では，外
傷患者が多くの病院に分散し，ほぼすべての整形外
科医が外傷の治療にあたらざるを得ない．その結果，
骨折治療の教育をすべての整形外科医に対して行わ
なければならないのが現状である．
　教育の内容は，大きく知識と技術とに分けられる．
技術については，すべての整形外科医が難しい骨折
を治療する技術を身につける必要はなく，症例数が
多く治療手技が比較的容易な骨折を確実に治療する
技術を身につければよいと考える．ただし，知識に
ついては難治骨折も含めてすべての知識を身につけ，
自分が手術してよい骨折と，専門家に転送すべき骨
折とを見極められる能力を身につけておかねばなら
ない．
　本書はすべての整形外科専門医が身につけておく
べき外傷治療の知識を網羅した書である．この書が
一人でも多くの若い整形外科医に読まれ，日本の外
傷教育に役立つことを願っている．
（A4 判　616 頁　定価 32,000 円＋税　2009　医学書
院　刊）
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